






教員の研修は，教育公務員特例法 21 条 1 項の「教育公務員はその職務を遂行するために，絶えず






























































過疎地域の学校に勤務する教員の調査に先行して，2012 年から 2015 年の夏季及び冬季休業中に，
東京・埼玉の人口過密の地域に立地し，学年 3～8 クラスの規模を擁する公立の中・大規模の小中高
等学校に勤務する教員に対して，学校を訪問して，研修に関するアンケート用紙を配布し郵送による





人口が増加して 1955 年の国勢調査ではピークの 92 万 9 千人を記録した。しかし，60～70 年代の高
度経済成長の下で，県外への人口流出が始まり過疎化が進行した。2016 年の国勢調査では 69 万人と
なった。この，過疎化の進行に伴い，島根県全体で小中学校の統廃合が進行していった。
今回対象とした奥出雲町は島根県の南東部に位置する中山間地域で，中国山地を県境として鳥取
県・広島県と接している。1970 年の人口 20,878 人をピークに，1970 年代以降人口減少に伴う過疎化
が進行して，2005 年に仁多町・横田町の合併により奥出雲町となり 2016 年 7 月 1 日現在，人口は
13,421 人である。
奥出雲町を選んだ理由は，1971 年に旧仁多町にあった 6 校の中学校と，旧横田町にあった 4 校の
中学校がそれぞれ，仁多中学校，横田中学校に統廃合されて，生徒たちは各地域からスクールバス
によって通学することになった。しかし，奥出雲町の特徴は，既述のように中学校は過疎化の開始と
同時に早々と統廃合されたが，小学校の統廃合は昨春（2016 年 4 月）高田小学校（亀嵩小学校分校）
が本校の亀嵩小学校に統廃合されるまで 45 年の間，1 校も行われていなかったことである。したがっ
て，表 B に見られるように全校生徒 9 名の高尾小学校（複式学級 3 クラス，教員 4 名）をはじめ奥出
雲町の現在 10 校ある小学校の全てが単学級若しくは複式学級から成る小規模校，過小規模校である。
なお，奥出雲町内の③高尾小学校，⑤阿井小学校，⑥三沢小学校，⑦鳥上小学校，⑩馬木小学校の























①布施小学校  58 11 10  8 11  5 12 1 名  7  13
②三成小学校  96 15 19 16 14 16 13 3 名  8  16
③高尾小学校   9  2  1  3  1  1  1 0  3   4
④亀嵩小学校  41  5  5  7  4  8 11 1 名  6  13
⑤阿井小学校  61  8 12 16 16  6 3 名  7  13
⑥三沢小学校  23  1  5  1  6  5  5 0  3   9
⑦鳥上小学校  38  3  7  4 11  9  4 0  3   9
⑧横田小学校 130 23 15 26 26 21 19 3 学級  9  17
⑨八川小学校  46  7 10  5  7  9  8 0  5  12
⑩馬木小学校  56  8  9 10 11  7 11 0  6  12










ずねたものが，表 1 である。表 1 では，過疎地域の「奥出雲町」の結果と過密地域の「東京・埼玉」
（以下，同様に記す）の結果を並べた。なお，今回の奥出雲の調査は小学校教員を対象としたので，
過密地域に関しても回収した 138 名のうち小学校教員（東京・埼玉の 64 名）の結果を示した。
奥出雲町内の小学校は，表 A からも，単学級若しくは複式学級で構成されている。また，1 クラス







ある」の 39.3％と「ほとんどとれない」の 32.8％で計 72.1％と奥出雲よりやや少なかった。
それにしても，教員 1 人当たりの児童数の少ない奥出雲の教員の 7 割以上の教員が時間の不足を挙
げたのはなぜだろうか。そこで，この質問で，「もっと必要」，「ほとんどとれない」の奥出雲の回答
者 43 名のうち 33 名が，その理由を自由記述で回答していた。以下，その記述を紹介する。
理由として「時間がない」と回答した教員が 11 名いた。さらに，時間がない具体的内容の記述では，





十分にとれている だいたいとれている もっと必要だ ほとんどとれない
奥出雲町 0 21.4 58.9 19.6 100.0（56）











奥出雲町では，「そう思わない」が 33.9％と，回答した教員の 3 分の 1 であったが，過密地域では





次に，「まあそう思う」の理由（32 名中 18 名が記述）では，「忙しい中で，今できる精いっぱいの
授業をしているから」，「小さな学校で皆忙しい中，遅くまで残って準備し，授業に臨んでいるから」，
「多忙の中でも一生懸命に子どもに向き合っているから」，また，「一部授業の準備不足は否めない部













奥出雲町 8.9 57.1 33.9 100.0（56）































7．行政研修を増やす 10.2（ 6） 10.9（ 7）


















お，表 3⊖B はこれまでの経験（奥出雲町の平均勤務年数は 22.9 年，東京・埼玉は 16.8 年）から理想
的な学級定数に関する結果である。東京・埼玉は 1 クラスの児童数も 30 人から学級定数 40 人の大規
模学級（2010 年からは小学 1 年生は 35 人学級定数となった）から成る，学年 3～8 クラスの中大規
模校を対象に行ったが，理想の学級定数が 30 人以下（21～25 人が最多）に集中していることからも，
現行の学級定数の削減が求められている。奥出雲町も同じく 21～25 人の学級定数が最多の 64.9％で
あるが，20 人以下も 24.6％を占めている。同町に勤務する教員が日常的に少人数学級（奥出雲町の
1 クラスあたりの平均児童数は 9.6 人（７）である）の指導を通じて，そのメリットを実感しているから
ではないだろうか。
また，表 3⊖C は教員の 1 日の授業時数のあり方をたずねたものだが，奥出雲，東京・埼玉ともに
? ?⊖?　これまでの経験から，理想的な学級定数は？
36 ～ 40 人 31 ～ 35 人 26 ～ 30 人 21 ～ 25 人 20 人以下
奥 出 雲 町 0 1.8 8.8 64.9 24.6 100.0（56）
東京・埼玉 1.6 4.9 41 44.3 8.2 100.0（61）
? ?⊖?　教員の 1 日の授業時数は？
3 時間 4 時間 5 時間 その他
奥 出 雲 町 1.8 64.3 30.4 3.6 100.0（56）
東京・埼玉 6.6 63.9 29.5 0 100.0（61）
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表 4⊖A では上記の項目のうち，1 位に最も多く挙げられた内容を順に示した。表からも分かるよ









次の 1～3 で適切であるとお考えのものに 1 位～3 位まで順位をつけて下さい。1．学校で，そこに
勤務する教師が集団で行うもの　2．行政が主催するもの（行政研修・出張研修）　3．自主的に個人で
行うもの（個人研修・自主研修）」と質問した。







正治・経済・文学等の一般教養に関する研修 0  3.1（ 2）
































奥 出 雲 町 39.7 44.8 15.5 100.0（59）
東京・埼玉 41.3 15.9 42.8 100.0（63）
注：％は 1 位に挙げた割合を示す。括弧内はその人数。
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第二に研修に関する意識・表 4⊖B である。東京・埼玉では自主研修が 1 位で，行政研修は 3 位
であった。一方，奥出雲では，行政研修が 1 位，自主研修は 3 位で東京・埼玉とでは逆であった。














?⑴ 結城忠「第 9 章　教員研修をめぐる法律問題」，牧昌見編『教員研修の総合的研究』ぎょうせい，1982 年，
307 頁
　⑵ 1964 年 12 月，文部省による教特法の解釈変更による。
　⑶ 文部省内教育法令研究会編『教育公務員特例法―解説と資料―』時事通信社，1949，129 頁
　⑷ 学校規模は学級数・児童生徒数，通学距離によって表現される。学校法施行規則では①適正規模校（12～






　⑺ 表 A より奥出雲町の児童数 558 名を学級数 58 で割った人数である
